
平成２６年２月17日 

経営改革担当課 

 

提言項目検討の進め方 

 

次回全体会（２月１７日）においては、提言の柱ごとに、提言項目を検討していただきます。 

提言項目の検討は、下記の流れにより検討する予定です。 

 

記 

 

１ 検討資料  別添資料「委員意見一覧【柱別】」 

※ 資料の見方は、裏面の『「委員意見一覧【柱別】」説明』をご参照ください。 

 

２ 全体会の進め方 

① 小分類ごとに、提言に含めるべき項目かどうかの審議を行います（「提言採否」欄に○×を記

載）。 

※ 小分類の内容によっては、深く審議を要する項目もあります。その場合には、すべての

提言項目を決定する必要があり、時間的な制約があることから、一旦保留とし（「提言採否」

欄は△を記載）とし、全体の小分類の審議を行った後に再審議を行います。 

 

② ①で検討し提言に盛り込むべきとした小分類をどのように組み合わせて、提言項目とするの

かの審議を行います。 

※ 事務局が便宜上分けた大分類は考慮しなくても結構です。複数の大分類を合わせて一

つの提言項目にしたり、一つの小分類のみで提言項目としたりすることもできます。 

例 P1 「１ 成果指標」と P3「２ 目標値の設定」を合わせて、１つの提言項目とする。ただし、

①の審議により「提言採否×」となった小分類「b【～～～】」は除外する。 

例 P18 「３ 評点」d 【評点決定時期・方法の見直し】のみで一つの提言項目とする。 

 

３ 事前準備のお願い 

次回全体会は、上記「２ 全体会の進め方」により行いますので、「委員意見一覧【柱別】」をご

覧いただき、「提言採否」欄および提言項目について事前にご検討ください。 

 

資料１ 



「委員意見一覧【柱別】」説明 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「柱」  
第３回全体会において検討した「柱」をもとに、事務

局が作成した「たたき案」です。 

大分類 
意見を整理するにあたり、

便宜上分けた分類です。 

提言項目を検討するにあた

って、この分類により制約さ

れるものではありません。 

小分類 
同様の意見をまとめた分類

です。 

提言をまとめるにあたって、

「提言文」・「提言の説明」の

エッセンスとなる部分です。 

小分類ごとに提言のエッセ

ンスとして含めるのかどうか

を検討していただきます。 


